
おま長以ミ;Si撚？泌特別会出宇~~~＊－：：；~＼~－：：＼~~おそどとおお対~正

－山口大学
与埋蔵文化財資料館だより ミ
総~~~~：；：；：：泌泌災救冷泌総時以泌総決~ミi総長：

No. 9 
(1990年春の号］

山口大学忽蔵文化財資料館

ーーー・ーーー・・・白・・・ーーー・ーーー・ーー－・－・－・・・ー・・・・・・・ー・・・ーーーーーーーー・－・－・，ー－・－・句・ー－－－ー・・”・ー・・・’・・・・・・・－・－・

野λ 宣猷迎号遺跡0Jヒt:~つ山口末学
~旬、柑w凶《～、柑い帆向》仇《《《《《~《の《《《~伯~内柑~凶－山－

教養・教育 ・経済 ・人文 ・理学・農学・本官事ー吉田遺跡

教育学部附鷹山口小学校 ・中学校・幼格闘ー亀山遺跡

教育学部附腐光小学校・中学校ー御手洗遺跡

モ吉日ヨ士也Eζ<7..)ill:＠亦イ果手宇土惚E豆

山口大学の一番大きなキャンパス、吉田地区は、県内でも有数の遺跡です．とこには、

縄文時代（今から約3000年前）から現代までの長い間、人hが生活してきた跡があります．

それは、昔の人身が飽rniに織った穴や姶てたゴミ、告書とした持ち物などが土に埋まって残

っていることからわかります．

教育学部の隣の第一学生食堂のそのまた僚の空き地は遺跡保存地区と呼んでいます。た

えています．

－遺跡のよにたっ山口大学一保存地区一 ・・・ 1
・第5聞企画展6月上旬より開催 ・・・……...2 
・シリーズ接点9－古地震ー ………………3 

－山口県の遺跡めぐり ー鎌倉時代ー…4
・遺物からの「発見 II」ー銅銭ー… 5

・業務報告（調査・寄贈図書） …山 6
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『古代人の主産活動一海・山・陸一』
6 月 ーと告むより樗符イ極

寝磁文化財資料館では、 『古代人の生産活動ー海・山・箆ー』と題し、今年度前半の展

示を、 6月上旬より開催します．古代の人々の生業を、わかりやすく解説しますので、ど

うぞお楽しみに．

＊期間平成2年6月上旬～9月308

＊時間平日8:30～17:00 土曜8:30～12:30 （臼略祝日休み）

貧場所吉田キャンパス内埋蔵文化財資料館展示室

今回は、山口大学の各キャンパスで見つかったも

のに加え、当館で所蔵する山口県内で発見された遺

物を中心に展示を予定しています．

海の場衝では、漁害時・塩っくりの道具を、山の場

面では狩猟の道具を展示します．陵では焼き物の生

産・布っくりの道具 ・農業生産に使われた道具を展

示し、また、弥生時代の人々の住居の様子の一郎を

実物大に近い絵を使って表現します．また、商業活

動の函も取り上げ、貨幣や大陸から輸入された陶磁

ち

発鋸に使う道具（『太陽』 1989.12より）

また、あわせて発綴調査の手順 ・必
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怖いものの代袋に、 ”地震、雷、火事、殺父”という言葉・一一一一一一一一一一一一一., 

がありますが、地震はその筆頭です．発掘調査航、断層ゃ j川”に内守、

一一 － 

噴砂などの形で地震の痕跡が見つかるととがあります． : SぺS'rtt：：~京 ； 

下の図は、山口県と広島県の県績の冠遺跡 （広島県佐伯郡：

吉和村）発鋸調査の時の土の層の様子です．同じ襖様は元町／考 l£ 地 ＼ ： 

はひとつの層でしたが、真中より左寄りで大きく段途いにな： ( 古 樹 祭 I . 
っています．とれが断層です．断層により、 JIIの下涜の方の；＼学 χ 学 ／ ： 

土地が相対的に高くなり、せき止め湖になる事もあります． ： 
→ーム山さ百 ・

その場合、 i胡のRまになった所に住んでいた人骨は、家をかわ： 一 口 J~J展一
り、通っていた街道も経路を変えることになります． ． 
噴砂は、池袋iii下のやや浅い所に土屋積している砂の庖が、地震のエネルギーで圧織され、

上の！曹を突き破って噴き出したものです．土中の組子の積み:ffi:ねが狂うために、その直上

にある建物が傍I／~袋するとともあります．

考古学と地震学の研究の相互の成果により、地震の起こった時期や大きさが推定できま

す．考古学の上では、自然土産積では考えられなかった現象｛水図面が水平でない、住居跡

の床がでこぼこなど）の理解ができ、地震学の上では、遺跡の年代を基識に、 一定周期を

持つ地震の次の活動時期を推定するE重要な要素を得ることができます．

『冠遺跡群－ D地点の調査ー』より

＊＊＊ホ＊本＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊

＊ 本冊子は、各線座、教官に l創1づっ配布していますが、ぜひ学生個人でもお待ちい＊

＊ただきたいと考えています．当豊富でiii!布していますので、御希望の節は、お気経に御＊

＊来館ください．各学部の事務室にも鐙いでありますので、御自由におとりください．＊
本＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊本＊＊＊＊＊＊＊＊＊本＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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山口県内の鎌倉時代の遺跡は、今訪れて見れる所は少なくな

っています．山陽新幹線、山陽自動車道の下に多くが消えてし

2 まいました．今回は、埋蔵文化財そのものではありませんが、

寺院を2箇所紹介したいと思います。

お守に行かれた時は、まず本尊に向かい、お邪魔いたします

と手を合わせてください．それがエチケットだと思います．
.，働ど U

符可号式~J3Eミ子（防府市牟礼）

JR防府駅から防長パス坂本団地行き農業大学校

入口下車 宝物収量産廊鋒観料200阿

東大寺の鎌倉時代の再興の際に、周防国は造営料闘

に指定され、多くの木材を切り出しました．その時、.........うち.うげ¢
大勧進役の俊祭坊震源上人が作った寺が阿弥陀寺で

す．鎌倉時代の建物は火災にあい、今の建物は室町時

代より後の建設ですが、仁王門の金剛力士像、宝物収

蔵庫の霊源上人!11!像、鉄製宝t菩や水品製五輸f苦、東大

寺銘の鉄製樋印などは鎌倉時代の貸震な遺品です．

寺1或は緑が深く、森林浴にぴったりです．また近年

造った石風呂では、毎月3～5自に古代風サウナが体験できます．

議主2え寺当主滋品選（山口市仁保下 郷 ）

~-' 山口市営パス仁｛果井関田行 仁保市下車

宝Eま印培は、教典を納めるためや、纂

綴として作られます．話事久寺のものは、

年寄れま、刻jまれていませんが、 1224年没

の平子Di経の墓と伝えられ、形から鎌倉

時代後期のものと推定できます．浴の先

端が欠けでなくなっているのが残念です．

源久寺本尊の阿弥陀如来1'像および平

子重縫座像も鎌倉時代の大切な文化財で
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揖久号室惚印埴

『山口の文化財』より



・：：： ［資料紹介コーナー］：：：：遺物からの 「発見！！」
．．
 ．．
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日本では、家良時代に初の銅銭（銅＋錫＋鉛の合金） f涌品、崩蒜了が作られました・と

の頃は、銭一枚が労働者一日の賃金にあたりました．その後約250年間に12種類の硬貨が作

られ、銅銭を中心に銀銭、金銭もありました．これらは、問内の数箇所で鋳迭され、山口

県内でも、下関市に長門鋳銭司｛今で言う造幣局）、山口市に周防鋳銭司が曲置かれました．

中世は、国産の硬貨はなく、中国、朝鮮半島から鎗入された銅銭で日本の経済が成り立

っていました．輸入された硬貨は、どれも一枚の価値を同じに扱い、 96～100枚を－s震にし

て持ち運ばれるζ ともありました。

江戸時代には、再び圏内で硬貨が作られます．金貨・銀貨もありましたが、庶民に縁が

あるのは、銅銭、鉄銭の「貧永滋賀Jでした．山口県内では、笑東町の銭屡（長升｜滋銭座

跡）で作られました．

ー~

お金は、今でも饗銭としたり、五円玉をお守りにする

ように、替の人却は、おまじないにも使いました．伊jえ

ば、祭良～平安時代には、子供の健康を祈り 、蛮の中に
えも

』 お金と胞衣（胎盤） . a・..,j、万を入れて土の中に埋

三孟7めました．寺を建てる時は、金銭などの宝物と共に往の

狼jf;にお金を埋めました．中世以降には、基の中に、三

途の川の渡し貨にあたるお金を六枚前後入れました．
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多量主著努率緩告告 (1990年 2月～4月1

＊調査立会調査5件

1.吉図 大学会館前庭部環境豊富備に伴う立会調査（3月7日） …顕著な知見なし
2.常重量 工学部夜間照明器産鑑及び妨球ネット設置に伴う立会調査（2月22臼）

…顕著な知見なし
3. 工学部記念徳樹に伴う立会調査（3月22日） …顕著な知見なし

4.亀山 附腐小学校 ・幼維国公共下水道使用繍始に伴う汚水配水管忽設に伴う立会調査

（～3月14日）…遺構（海上柱穴I）・遺物検出
5.｛母他本部織員宿舎l号公共下水取殺に伴う立会翻査（3月5目） …顕著な知見なし

＊外部からの図寄寄贈 貸出もしています．ご利用ください． ［［発行所】 『書名』］

［字美町教育委員会】… 町，, Jj表団・供田遺跡群』
【別府大学付属博物館】...Ii'松山遺跡』
［福岡市歴史資料館］…『福岡市歴史資料館年報17』『循岡市歴史資料館研究報告14』
【宇佐嵐土記の丘歴史民俗資料館］… 『字佐風土記の丘歴史民俗資料館ニュース21』

『~佐風土紀の丘歴史民俗資料館ニュース22』
【（財）広島県埋蔵文化財調査センター］… 『ひろしまの遺跡第40号』
［臼本はきもの博物館｝… F日本はきもの博物館だより37』 E問38.Jl
【泉佐野市教育委員会］ … 『昭和63年度泉佐野市埋蔵文化財発綴調査概要政』

F回線野遺跡』『淡遺跡』
｛（財）枚方市文化財研究調査会】… 『ひらかた文化財だより』
［（財）八尾市文化財調査研究会】… 『八尾市埋蔵文化財発鋸調査報告書 昭和63年度』

『跡郎遺跡』『亀井遺跡』
【大手前女子大学史学研究所・文化財調査塗】 『いなのlhlJJFいなのぬ2』
【（財）京都府埋蔵文化財務査研究センター】… 『京都府埋蔵文化財情報第34号』
［織原考古学研究所］… f発怨された字陀の古代文化』
［名古屋市憾物館】…『名古屋市博物館だより72』『名古屋市得物館だより73』
［富山県埋蔵文化財センター］… E忽文とやま第30号』
【富山大学考古学研究室 ・立山町教育祭員会1・・・『立山町埋蔵文化財分布調査報告V』
【淡洲市立珠洲燐資料館】… E珠洲の名陶』

柑えも問悪名f俗悪
ら夏へ移ろうとしています．
今回は、新学年号として保存
地区のii:!事を掲載しました．
毎度のことと思われる方もお
いでと患いますが御容赦くだ
さい．新入生の方々、大学で
新しい土地での学生生活を有
意義に過ごしてください．
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